
 

 

 

  児童一人一人が、互いの思いや考えを尊重し、言語を通して適切に表 

現したり、正確に理解したりしようとする力を育てていきたい。児童は、 

自信をもって自己表現し、コミュニケーションを楽しみ、他者とのかか 

わりの中でよりよく生きていきたいと考えている。私たちは、児童一人 

一人のその思いを受け止め、児童の言語能力を高められる学校とは何か 

を模索し、言語環境も含め様々な教育活動の場で実践・検証・改善を行 

う。これが３年間の本研究の基本精神である。 

         まず、「児童が学ぶ」ということをどう捉えるかが重要である。私たち 

        は、児童が新しい知識や技能を身に付けることだけが「学ぶ」というこ

とだとは考えない。むしろ児童がこれまでに経験を通して獲得してきた

知識をどう引き上げ、修正や再構成をしていくか、そこに新しい知識を

どう融和させていくかが、よりよく「学ぶ」ことにつながると考えてい

る。私たちは、この、経験を通して獲得してきた知識や感性等を「潜在」

と呼ぶことにした。児童が思考するということは、この「潜在」にある

知識や感性等に働きかけ、言語化することで、新たな知識・技能の獲得

を行うことである。この言語化された領域（ここでは主に学習活動を指

す）を扱うのが「顕在」である。（図１） 

         この「潜在」と「顕在」の関係を表した氷山モデルが図１であり、つ

北授業モデル（図２）の原型となる。 

教師は学習のねらいを明確にもち、つ北授業モデルでいう、児童の潜

在にある既有経験や既習学習を想起する。その上で発問や教材、課題の

出会いを工夫すれば、児童は自らの既有経験や既習学習を基に、本時の

課題を自らの課題と捉え主体的に学習し、思考するであろうと考えた。

「潜在」と「顕在」を行ったり来たりする矢印は、児童が過去の経験に

照らし、現在在る課題の解決に向け、思考力や判断力や表現力を使って

活発に課題解決していくことを表している。こうした仮説に基づき、児

童の「潜在」への教師の働きかけとして「課題との出会い」「発問の質」

「教材の工夫」等について研究を進めてきた。 

         本校では、思考力、判断力、表現力を高めるためにロジカルな思考 

        〈論理的な思考〉とクリエイティブな思考〈創造的な思考〉を重視した。 

        ロジカルな思考は、収束的問題と出会うことから想起していく過程で生

まれる思考であり、「なぜ？」「どうして？」という疑問から始まり、問

題解決の過程で、比較したり分類したり関連付けたりしながら、（私は「こ

う考える。なぜなら…だからである。」と）結論付ける思考である。 

         一方、クリエイティブな思考〈創造的な思考〉は、拡散的問題と出会

うことから想像していく過程で生まれる思考であり、「おもしろい」「や

ってみたい」という衝動から始まり、試行錯誤を楽しみながら自由にア

イデアを出す思考である。児童は、授業の中でこの二つの思考を活用し

ながら課題を解決していると考える。教師はその授業で児童に求める思
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考が、結論に導くものか、自由に発想させるものかを考えることで、「課

題との出会い」「発問の質」「教材の工夫」等の視点を明確にもつことが

できる。 

         私たちは、授業を大切にすると同時に、学校の教育活動全体を通して、 

        児童の主体的な学びについて模索してきた。まず、「読む・聞く・話す・

書く」活動を日常的に入れること。その活動を、児童が自然に興味をも

つような仕組みにしていくこととした。具体的には、「本の紹介」掲示板

や「ことばらんど」の設置、四年生以上全クラスへの新聞購読、学習予

定表での五・七・五川柳づくり、アニマシオン、講演会やワークショッ

プでの感動体験等の様々な取組である。 

         これらの取組を、児童の主体的な学びに変えるには、つ北授業モデル 

        と同じ発想が必要である。つまり児童の潜在に働きかける言葉がけや、 

活動の方向性についての示唆、おもしろさの共有などである。教師が色々 

な場面で活動の種をまき、それを児童が見つけて育て、刈り取る。そう 

した種をいくつもまくことで、主体性のある児童を育てることにつなが 

ると考えている。 

このように教師がまいた活動の種の中から、児童が主体的に生み出し

た活動がある。放送委員会では３つの企画が始まった。言葉遊びやだじ

ゃれの面白さに気付き、それを全校児童に募集して発表する「だじゃれ

キング決定戦」、小学生新聞から自分なりに選択したニュースを発表する

「毎日のニュース」、図書室のデータを基に調べた「貸し出し図書ランキ

ング」である。他にも、うさぎの病気治療のために飼育委員会の児童が

呼びかけた「しずく募金」、児童が主体的に新聞等に応募し、入選した俳

句・川柳や自由研究、自分たちで評価し合いアドバイスし合う学習発表

会の練習等々の活動である。 

 

    

     

    

 

本校にとって言語能力向上とは 

最後に児童が豊かな言語活動を行っていくためには、４つの条

件があると考えた。（図３） 

〇 児童が自分の思いや考えを伝えたい相手がいること。それは

一人一人が尊重される温かな学級であり、共に考え向上してい

こうとする学級集団であることが大切である。 

〇 伝えたい内容があるということ。体験的に学ぶ学習活動や主

体的に考える活動により、伝えたい内容が生まれる。 

〇 伝える方法が身に付いているということ。教師の指導や自ら

の試行錯誤の繰り返しの体験で身に付くものである。 

〇 伝える場がある。発表会や話し合い活動の場の重視や、作品

や考えを伝えることのできる掲示や感想の交換等が考えられ

る。 

 児童が豊かな言語活動を行いながら、思考力、判断力、表現力

を高めていくための環境整備と、教師が意図的に児童の潜在に働

きかける活動が重要である。 
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